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本件調査では費用積算を中国人民元で表示している。使用し

た通貨換算率は以下の通りである。 
 

1.00 米ﾄﾞﾙ = 8.2865 中国人民元 = 102.440 日本円 
 

2005年1月1日現在 
 



最終報告書の構成 

 

日文 

第１巻：要約 

第２巻：主報告書 基本計画編 

第３巻：主報告書 フィージビリティー調査編 

第４巻：付属報告書 

第５巻：データ集 

 

中文 

第１巻：规划概要 

第２巻：基本规划 

第３巻：可行性研究报告 



 

序 文 

 

 
 日本国政府は、中華人民共和国政府の要請に基づき、雲南省小江流域総合土砂災害対

策及び自然環境修復計画調査を実施することを決定し、独立行政法人国際協力機構がこ

の調査を実施いたしました。 

 

 当機構は、平成 16 年 3 月から平成 17 年 12 月まで、株式会社建設技研インターナシ

ョナルの松本良治氏を団長とし、株式会社建設技研インターナショナル及び株式会社パ

スコから構成される調査団を現地に派遣いたしました。 

 

 調査団は、中華人民共和国政府関係者と協議を行うとともに、計画対象地域における

現地調査を実施し、帰国後の国内作業を経て、ここに本報告書完成の運びとなりました。 

 

 この報告書が、本計画の推進に寄与するとともに、両国の友好・親善の一層の発展に

役立つことを願うものです。 

 

 終わりに、調査にご協力とご支援を戴いた関係各位に対し、心より感謝申し上げます。 

 

 

 

平成 18 年 3 月 

 

 

 

 

 

独立行政法人国際協力機構 

理事 上田 善久 

 



 

伝 達 状 

 
独立行政法人 国際協力機構 
理事 上田 善久 殿 
 
 

今般、中華人民共和国における云南省小江流域総合土砂災害対策及び自然環境修復計

画調査が終了いたしましたので、ここに最終報告書を提出いたします。 
 
 本調査は、貴機構との契約に基づき、株式会社 建設技研インターナショナルおよび

株式会社パスコの共同企業体が、平成 16 年 3 月から平成 18 年 2 月までの間に実施し

てまいりました。今回の調査においては、中華人民共和国の現状を踏まえ、土砂災害対

策及び自然環境修復計画に関わる基本計画の策定と緊急プロジェクトのフィージビリ

ティー調査を行いました。 
 
 なお、同期間中、日本政府特に貴機構およびその他関係事務所の方々に多大な協力を

賜りましたこと、この機会を借りて、厚く御礼申し上げます。また、調査期間中、中華

人民共和国云南省水利庁、东川区水務局およびその他関係機関よりいただきました協力

と支援について深く感謝いたします。 
 
 貴機構におかれましては、本計画の推進に向けて、本報告書を大いに活用されること

を切望する次第です。 
 

平成 18 年 3 月 
 
 
 

株式会社 建設技研インターナショナル 
云南省小江流域総合土砂災害対策 
及び自然環境修復計画調査 
団長 松本 良治 
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